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しなかった。本レクチン標品のN末端アミノ酸配列解析結

果，本レクチンは新規のタンパク質であることが認められた

為， BPL-2 (Bryopsis plumosαlectin 2)と名付けた。cDNA

ライブラ リーから本レクチンをコードする cDNAが得られ

た。そのcDNAは， 647 bpの翻訳領域と 3'fn~ に 167 bp， 5' 

側に 57bpの非翻訳領域を含み， 加えてN末端にはシグナル

配列が見られた。4株のバクテ リアを周しミた抗菌活性の検出

では，活性は示されなかった。 CDepartmentof Biology and 
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Villanueva， R. D.'・Romero，J. 8.2・Ragasa，A. L. R.3 • 

Monta凸0，M. N. E.':フィリピン北部で採集したハリガネソ

ゾLaurenciaflexilis (紅藻，イギス目)から作った寒天

Ronald D. ViJlanueva，' Jumelita B. ROl1lero，2 Anita Linda R 

Ragasa3 and Marco Nel1lesio E. Montano' Agar frol1l the red 

seaweed， Laurencia flexilis (Ceramiales， Rhodophyta) from northern 

Philippin巴s

世界中でゲル化剤として使われる寒天の原材料は，主とし

てオゴノ リ目とテングサ目の紅藻に依存している。本研究で，

我々は紅藻イギス目を用いた寒天作りの可能性について検証

した。フィ リピン北部に生育しているLaurenciaflexilisハリ

ガネソゾを採集し，藻体を乾燥させた後，そのまま，もしく

はアルカ リ処理を行った後に抽出して寒天を得た。得られた

寒天の特性は，化学 ・分光学 ・物理学的に解析した。アルカ

リ処理を行わないで，抽出を行う手法で作られた寒天では，

ljlZ;重量26%からゲ、ル強度 (200g cm-2) のゲ、ルが得られた。

アルカ リ処理を行った場合も，ゲ、ル強度が堀川1I
1
目されることは

無かった。このことは，ハリガネソゾの抽出物は，ゲ、ル化す

る3，6-無水ガラク トースの前駆物質であるグ、ルコースー6-硫

酸をあまり含んでいないこと示している。さらに，フーリ エ

変換赤外分光分析と化学解析の結果，硫酸棺Lの量は少なく，

3 ， 6-1!!~水ガラクトース量が多い為，アルカリ処理の効果をあ

まり受けないこ とが示された。核磁気共鳴解析の結果，アル

カリ処理を介さない抽出条件では， 3位に結合したふ0-メチ

ル-Dーガラクト ースと， 4 位に結合 し た 3 ，6- 1[!~水 L- ガラク

トースが主要な繰り返し単位であり， 4位が硫酸化した3結

合ガラク トースを僅かに含むことが示された。アルカ リ処理

事l~ しと ， アルカ リ処理を行った寒天は， どちらも高いゲル化

及び溶解温度で、あったが，アルカ リ処理でだけ高いシネレシ

ス(ゲルの収縮によりゲ、ルから液体が分離されること)を示

した。ハリガネソゾから作られた寒天は，物理化学，流動学

的観点からも食品に応用可能な資質を備えていた。ゲ、ル化に

アルカリ処理が不必要であることが ハリガネソゾから作っ

た寒天の重要な性質であり，この藻類を用いることで広く産

業的に行われているアルカ リ処理の工程を省くことが出来

る。CUniversityof Philippines， 2Mindanao state University， 

3Mariano Marcos State University) 
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褐藻 (Ascophyllwnnodosum) 

の藻体上に生育する着生藻(紅藻

恰rtebrat，αlanosα)。 撮影 :R. A 

Scrosati。
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安全国アマモサミット 2010が鹿児島県指宿市で開催

アマモ場の重要性と保全への取り組みについて考える「全

国アマモサミッ ト2010Jが 11月111::1，鹿児島県指宿市で開

催されました。全国大会になって3回日の本サミッ トでは I海

のゆりかごの再生を目指して ・・・漁師たちの挑戦'""J と題し，

漁業者が主体となったアマモ場保全の取り組みに関する話題

を中心に，基調講演や事例報告，ポスター発表，パネルディ

スカッションがおこなわれま した。

アマモ場の保全や再生に関する取り組みは，大都市圏では

市民参加型の活動が中心で、すが 漁業者が取り組む活動も各

地に広がっています。取り組みのあり方は様々ですが，地域

社会の方々に広く知|ってもらうことと，活動の核となる人材

の育成が重要であると思いま した。小学生が漁業者と共にア

マモ場の保全に取り組んだ報告や，高校の教育の一環で'Irllり

組んだ報告もあり，環境教育の場としてのアマモ場を認識し

た大会にもな りました。

(土屋勇太郎) .ii件。




